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I友禅

森日華弘

友

禅

は

我

が

国

の

染

識

を

代

表

す

る

重

要

な

技

法

＿

て

あ

る

ば

か

り

て

は

な

く

、

世

界

に

向

か

っ

て

日

本

一

を

代

表

さ

せ

る

に

ふ

さ

わ

し

い

工

芸

と

言

え

よ

う

e

-

友

禅

が

飾

る

訪

問

着

が

荼

の

席

や

華

道

の

場

て

、

ど

一

の

よ

う

に

華

や

か

な

役

割

を

果

た

す

か

を

説

明

す

る

一

に

は

、

単

に

日

本

美

ば

か

り

て

な

く

、

日

本

独

自

の

一

精

神

や

情

緒

な

ど

ま

て

話

は

及

ば

ね

ば

な

ち

な

い

。

友

禅

の

制

作

に

従

事

す

る

人

々

は

数

万

人

い

よ

う

。

一

友

禅

の

重

要

無

形

文

化

財

保

持

者

も

数

入

い

る

，

そ

一

れ

ら

を

代

表

す

る

人

を

一

人

と

言

わ

れ

た

ら

、

訛

し

一

も

森

日

華

弘

を

挙

げ

よ

う

。

滋

賀

県

守

山
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発

揮
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口
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rlぢ梅
の

一

怠

匠

は

有

名

だ

が

、
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多

く

の

・

梅

が

一

っ

と

し

て

陳

一

腐

で

な

く

新

鮮

だ

。
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拓

さ

れ

尽

し

た

よ
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文

一
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こ
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可
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あ

っ
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の

か
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入

一
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感

銘
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与

え

る

，

そ
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も

複

雑
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な
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の

て
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な

く
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単

純
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色
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な

い

の

だ

か
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、

「
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」
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て
、
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
に
関
す
る

規
定
（
第
6
条
）
と
並
ん
で
r

「
家
庭
教
育
及
ひ
勤
労

の
場
所
そ
の
他
社
会
に
お
い
て
行
わ
乳
る
教
育
は
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
一
て
奨
励
さ
れ
な
け
九

ば
な
ら
な
い
。
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
図
書
館
、

博
物
館
r

公
民
館
等
の
施
談
5
設
置
、
学
校
C
施
設

の
利
用
そ
の
他
返
切
な
方
法
に
よ
っ
て
教
育
の
目
的

の
実
現
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
砂
弟
七
条
）
と

い
う
規
定
が
設
け
ら
れ
、
社
会
教
育
は
国
及
び
地
方

公
共
団
体
か
援
助
す
べ
き
こ
と
、
図
書
館
、
公
民
館

等
の
施
設
の
設
置
な
ど
の
方
法
に
よ
り
そ
の
目
的
の

実
現
に
努
め
る
べ
き
こ
と
と
い
う
基
本
原
則
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
c

ま
た
、
同
時
に
制
定
さ
札
た
学
校
敦

育
法
に
お
い
て
は
、
~
学
校
は
学
校
教
育
上
の
支
障
の

な
い
限
り
社
会
教
育
に
閃
す
る
施
設
を
附
芭
し
た
り
、

学
校
の
施
設
を
社
会
教
育
な
ど
の
た
め
に
利
用
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
条
項
が
設
け
ら
札

た
（
第
八
五
条
）
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
'
-
四
年
六
月
、
礼
会
教

育
行
政
に
関
す
る
中
心
的
な
法
律
と
し
て
社
会
教
育

法
が
制
定
さ
れ
た
c

同
法
は
六
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、

第
二
草
に
お
い
て
は
、
社
会
教
育
に
関
す
る
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
任
務
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
や

都
道
府
県
の
敦
育
委
員
会
の
事
務
に
つ
い
て
規
定
し

た
。
ま
た
第
二
章
は
社
会
教
育
関
係
団
体
に
つ
い
て
、

第
三
章
は
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
罹
か
れ
る
社
会

教
育
委
員
に
つ
い
て
、
第
四
章
は
地
域
に
お
け
る
社

◎
固
の
社
会
教
育
行
政
組
織

ア
社
会
教
育
局
の
設
置
と
生
涯
学
習
局
へ
の
改
組

文
部
省
に
お
い
て
は
、
昭
和
一
七
年
に
廃
止
さ
れ
て

図
行
政
組
織
の
確
立

我
が
国
の
社
会
教
育
を
含
む
教
育
制
度
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
他
の
政
治
制
度
、
社
会
制
度
と
同

様
に
、
民
主
主
義
り
理
念
の
も
と
に
、
大
き
左
変
革

を
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

戦
前
は
、
教
脊
に
関
す
る
国
の
定
め
は
鼠
会
の
関

与
す
る
法
斜
事
項
と
は
考
え
ら
れ
ず
f
独
立
命
令
で

＂
社
会
教
育
関
係
法
令
の
整
備

杜
会
教
育
法
が
制
定
、
公
布
さ
れ
て
か
ら
今
年
で

四
0
年
に
な
る
。
社
会
敦
育
法
は
、
社
会
教
育
に
関

し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
務
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

杜
会
教
育
法
の
施
行
に
よ
り
f
我
が
国
の
新
し
い

社
会
教
育
行
政
の
基
本
路
線
が
敷
か
札
、
社
会
教
育

の
充
実
、
振
興
か
図
ら
札
て
き
た
が
、
今
後
、
固
民

ー
一
法
令
と
組
識
麿
蓋
遷

の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
社
会
教
育
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め

て
大
き
い
。

こ
こ
で
は
、
戦
後
り
社
会
教
育
行
政
の
歴
史
と
現

状
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
展
望
す
る
こ
と
と
す
る
c

あ
る
勅
令
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
か
、
戦
後
は
，

教
育
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
も
法
律
の
形
で

定
め
ら
札
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
二
二
年
三
月
に
は
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ

た
。
同
法
に
お
い
て
は
、
敦
育
の
目
的
は
人
格
の
完

成
と
平
和
的
な
国
家
及
び
社
会

9
目
為
な
形
成
者
の

育
成
に
あ
る
と
さ
れ
た
が
（
第
一
条
）
、
こ
の
教
育
の

目
的
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
横
会
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お

い
て
実
現
さ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
」
（
第
一
ぶ
を
と

さ
れ
、
ま
だ
、
す
べ
て
の
固
民
は
、
「
ひ
と
し
＇
ヽ
‘
4
`

の
能
力
に
応
ず
る
教
育
を
受
け
る
概
会
定
与
え
ら
坑

設
置
、
事
業
、
運
営
に
つ
い
て
、
策
五
章
は
学
校
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
、
第
六
章
は
通
信
教
育
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
札
規
定
し
た
e

図
書
館
、
博
物
誼
に
つ
い
て
も
、
同
法
は
，
社
会

教
育
の
た
め
の
機
関
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
事
項
は
別
に
単
独
法
て
定
め
る
こ
と
と

さ
れ
｛
第
九
条
く
こ
れ
を
受
け
て
‘
昭
和
二
五
年
四

月
に
図
書
館
注
が
｀
，
翌
二
六
平
一

□月
に
は
博
杓
館

法
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
汎
た
3

社
会
教
育
法
は
そ
の
後
数
次
の
改
正
を
双
紐
て
き
て

い
る
か
、
こ
の
う
ら

社
会
教
育
主
事
に
関
し
新
た
に
一
章
か
設
け
・
ら
れ
た
c

ま
た
、
三
四
年
に
は
、
①
従
来
都
道
府
県
の
み
で
あ

っ
た
社
会
教
育
主
事
の
必
置
規
制
を
市
及
び
人
ロ
一

万
人
以
上
の
町
村
に
拡
大
し
た
こ
と
、
②
社
会
教
育

閃
係
団
体
に
対
す
る
補
助
壼
支
出
の
禁
止
を
解
怜
し

た
こ
と
．
‘
③
公
民
館
の
設
置
迎
営
上
必
要
な
基
準
を

文
部
大
拒
か
設
定
す
る
＿
）
と
と
し
た
こ
と
、
④
社
会

教
育
委
員
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
、
青
少
年
の
教
育

に
関
す
る
特
定
事
項
に
つ
い
て
も
助
言
、
指
湧
で
き

る
こ
と
と
し
た
こ
と
、
の
四
点
に
つ
い
て
改
正
が
行

っ
1
こ。

、
1
i
f

／．—一、
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日
婦
人
教
育

い
た
社
会
教
育
局
が
、
昭
和
二

0
年
一

0
月
改
め
て

設
阻
さ
れ
だ
。
こ
の
後
、
十
数
次
り
機
構
の
改
革

を
経
て
、
昭
和
四
一
年
四
月
に
、
礼
会
教
育
課
（
ニ

七
年
設
置
）
、
青
少
年
教
育
課
（
三
七
年
設
雀
）
、
婦
入

教
育
諜
（
三
六
年
設
置
）
、
視
聴
覚
教
育
課
（
二
七
年

設
置
、
五
几
年
学
習
情
報
課
と
な
る
）
の
四
課
耀
成

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
六
三
年
七
月
の
機
構
改
革
に

よ
り
、
社
会
教
育
局
は
生
涯
学
署
局
に
改
組
拡
充
さ

れ
、
従
来
の
四
課
に
加
え
て
新
た
に
生
涯
学
習
振
興

課
が
設
睦
さ
れ
た
。

イ
社
会
教
育
に
関
す
る
施
設
等
機
関
の
整
備
礼

会
教
育
に
関
す
る
文
部
省
の
施
設
等
機
関
と
し
て
は
、

現
在
、
国
立
科
学
博
物
飽
（
明
治
四
年
、
文
部
省
博

物
館
局
の
観
覧
施
設
と
し
て
訓
披
、
昭
和
二
四
年
文

部
省
設
置
法
に
よ
り
設
置
）
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
タ
記

念
胄
少
年
唸
合
セ
ン
タ
ー
＇
（
昭
和
四

C
年
に
特
殊
注

人
と
し
て
発
足
、
五
五
年
万
目
か
ら
文
部
省
直
轄

c

青
少
年
教
育
施
設
と
な
る
）
．．
 

国
立
青
年
の
家
（
ニ
ニ

か
所
『
園
立
少
学
自
然
{
.
家
（
一
口
芍
所
）
、
国
立

婦
入
教
育
会
館
（
昭
和
五
二
年
七
月
設
臨
）
が
繋
備

さ
れ
て
い
る
。
を
お
、
国
立
社
会
教
育
研
修
所
（
昭

和
四

0
打
七
月
設
置
）
は
、
六
一
年
七
月
に
、
特
殊

法
入
国
古
教
育
会
館
に
統
台
さ
れ
た
，

ウ
社
会
教
育
審
議
会
社
会
教
育
に
関
す
る
事
項

を
調
査
審
誠
す
る
文
部
省
の
諮
問
披
関
と
し
て
、
賠

和
二
四
年
九
月
に
社
会
教
育
審
議
会
か
設
置
さ
れ
た
。

同
審
議
会
は
r

社
会
教
育
に
関
す
る
答
申
、
建
叢
を

訂
，
｛
ご
き
て
い
る
が
、
こ
内
中
て
も
四
六
年
囮
月
の

「
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処
す
る
社
会
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
答
申
は
、
生
涯
教
育
の
説

点
か
ら
社
会
教
育
全
般
を
再
検
討
し
、
そ
の
振
興
方

策
を
提
示
し
て
い
る
。

R
地
方
の
社
会
教
育
行
政
組
織
の
整
備

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
社
会
教
育
主
管
部
局

の
設
置
等
行
政
組
織
の
整
備
が
辿
行
し
、
昭
和
ニ
ニ

年
四
月
の
地
方
自
治
法
、
二
三
年
七
月
の
教
育
委
員

会
法
、
二
四
年
の
社
会
教
育
法
の
制
定
に
よ
り
社
会

教
育
に
関
す
る
教
育
委
員
会
の
権
限
と
そ
の
事
務
の

内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
三
一
年
九
月
に
教
育
委
員
会
法
に
代
わ

り
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
ず
る
法

律
か
制
定
さ
れ
、
現
在
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

社
会
教
育
行
政
組
織
が
確
立
し
た
。

社
会
教
育
活
動
の

E
一
展
開

家
庭
救
育
は
、
本
来
親
等
か
行
う
私
的
な
敦
育
で

あ
る
が
、
子
ど
も
の
人
間
形
成
卜
霊
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
五
家
庭
教
育
に
関
す
る

親
等
（
・
学
習
。
相
談
0
帳
会
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

文
部
省
で
は
、
昭
和
三
九
年
度
か
ら
市
町
村
教
育

委
員
会
が
開
設
す
る
家
庭
教
育
学
級
に
対
し
て
浦
助

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
家
庭
教
育
（
幼
児
期
）
相
談

て
い
る
ほ
か
、
家

加
促
進
事
業
を
そ
礼
ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
，
．
さ
ら
に
、

青
少
年
の
自
然
と
巧
ふ
れ
合
い
を
推
進
す
る
た
め
、

六
三
年
か
ら
自
熟
生
活
へ
乃
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業

を
実
施
し
て
い
？
完
ま
た
r

平
同
少
年
団
体
活
動
の
促

進
事
業
を
図
っ
て
い
る

目
成
人
教
酉

成
入
乃
学
智
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
教
育
委
員

会
及
び
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
各
種

の
学
級
。
諮
座
か
実
施
さ
れ
て
い
る
が
，
、
近
年
は
、

知
事
部
間
や
民
問
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
札
る
各
種
の

教
育
事
業
が
盛
～
に
な
っ
て
い
る
。
文
部
省
で
は
成

入
大
学
罰
座
等
の
開
設
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と

も
に
，
社
会
同
和
敦
育
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

ま
だ
、
近
年
の
高
齢
者
入
日
の
急
速
な
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
文
部
省
て
は
昭
和
四
八
年
度
か
ら
高

齢
者
教
室
の
開
設
に
対
し
て
，
ま
た
r

五
三
年
度
か

ら
高
齢
者
入
村
活
朋
事
業
に
対
し
袖
助
を
行
っ
て
い

た
か
、
五
九
年
か
ら
は
圃
事
業
を
統
合
し
て
新
た
に

「
高
齢
者
の
生
き
が
い
促
進
総
合
事
業
」
を
実
施
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、

P
T
A
を
始
め
と
す
る
社
会
教

育
関
係
団
体
の
活
動
の
活
性
化
に
努
め
て
い
る
。

婦
人
の
社
会
教
育
活
動
は
、
戦
後
、
婦
人
の
参
政

愉
の
殺
得
、
婦
人
の
地
位
の
改
善
や
由
民
意
識
の
高

揚
に
伴
い
、
急
速
に
活
発
と
な
っ
た
。
特
に
近
年
の

庭
教
育
査
料
の
作
成
こ
配
布
や
家
庭
教
育
テ
、
〉
ご
番

組
等
に
よ
る
情
報
の
提
供
を
行
一
＇
，
て
い

5

列
さ
ら
に
r

六
二
年
度
か
ら
は
家
庭
と
地
域
の
教
育
機
能
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
家
庭
教
育
地
域
交
流
事
業
を
実
施

し
て
い
る
（
一

青

少

年

を

対

象

と

す

る

学

級

・

て

は

、

昭
和
二
八
年
に
制
定
さ
れ
た
青
年
学
級
振
興
，
4

i
に
基

づ
差
市
町
村
に
よ
る
青
年
学
級
が
開
設
さ
枕
て
い

る
か
、
四
五
年
以
降
は
よ
り
多
様
か
つ
采
軟
な
学

習
形
態
で
あ
る
音
年
教
至
の
奨
励
を
行
（
て
い
る
。

ま
た
青
少
年
の
地
域
の
実
践
活
動
や
且
会
参
加
を

万
ご
中
か
ら
は
青
少
年
地
域
活
動

た
な
学
賞
誅
題
に
対
応
ず
る
学
習
検
会
乃
整
備
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

文
部
省
で
は
、
昭
和
囮
六
年
か
ら
、
市
町
村
の
開

設
す
t5
婦
人
学
級
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
婦
人
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
T
i
1

年

か
ら
婦
＼
ポ
ラ
ン
テ
ニ
）
活
動
促
遮
事
業
を
さ
―
-

年
か
ら
は
婦
入
の
地
域
に
お
け
る
国
際
交
濯
を
枇
進

す
る
婦
入
国
際
交
浣
フ
ェ
ス
テ
；
、
a

ハ
ル
事
業
を
そ
れ

ぞ
几
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
婦
入
団
体
活
勤
の
促

進
援
助
を
行
っ
て
い
る
（
，

視
聴
比
教
育
癸
展
の
契
椴
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和

―――-i年に

G
H
Q
か
ら
都
道
府
県
に
対
し
て
な
さ
れ

た
一
六
ミ
リ
映
写
機
及
び

C
I
-
E
映
画
フ
ィ
ル
ム
の

貸
与
と
さ
且
て
い
5

．
竺
文
部
省
は
、
こ
れ
を
受
け
て

次
官
通
牒
を
発
し
｀
．
視
聴
覚
教
育
行
政
の
基
本
的
な

方
向
を
示
し
、
こ
紅
以
降
、
全
国
に
お
け
る
視
聴
覚

教
育
の
充
実
が
進
ん
だ
c

さ
ら
に
r

昭
和
三
四
年
の

教
育
テ
レ
ピ
局
の
本
放
送
開
始
後
の
放
送
の
急
速
な

進
殷
と
と
も
江
、
放
送
を
利
用
し
た
学
習
が
将
及
・

発
展
し
た
。

社
会
通
信
教
育
の
文
部
省
に
よ
る
認
定
は
へ
昭
和

.
^
-
―
一
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、
二
四
年
に
制
定
さ
れ

た
社
会
教
育
法
に
よ
り
法
的
な
位
置
付
け
を
与
え
ら

し
こ
c

ふ

4
.
1

視
聴
覚
教
育
・
通
信
教
育
。

技
能
審
査

固 四
青
少
年
教
育

闘
家
庭
教
育

i・クト 9 • ~ ·、~~ 
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目
図
書
館
魯
博
物
館

図
著
館
・
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
礼
会
教
育
法

cn

制
定
に
引
き
緑
き
、
昭
和
二
五
年
に
図
書
館
法
が
、

民
館
の
主
事
・
図
習
館
の
司
香
及
び
司
書
補
・
博
抄

館
の
学
芸
員
及
び
学
芸
員
補
な
ど
社
会
教
育
施
設
の

専
門
的
職
員
な
ど
が
あ
る
。

I

社
会
敦
育
主
事
、
社
会
敦
育
主
事
補
に
つ
い
て
は
、

昭
和
一
六
年
C
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
法

制
上
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
社
会
教
育
工
事
に
つ

い
て
は
、
三
四
年
か
ら
市
及
び
一
万
入
以
上
の
町
村

近
年
の
所
母
水
準
の
向
上
、
自
由
時
間
の
増
大
や

高
齢
化
等
に
伴
う
入
々
の
多
様
を
学
習
需
要
の
喬
ま

り
に
的
確
に
こ
た
え
る
と
と
も
に
r

学
歴
社
会
の
弊

害
を
是
正
し
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
成
果
が

適
正
に
評
価
さ
れ
る
生
涯
学
習
体
系
へ
の
移
行
を
図

る
こ
と
か
棗
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
3

こ
の
こ
と

は
、
昭
和
丘
九
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
設
置
さ
れ

た
臨
時
教
育
審
議
会
の
四
次
に
わ
た
る
答
申
に
お
い

て
も
指
摘
さ
札
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
社
会
教
育
の
分
野
に
お
い
て
は
、
青

少
年
、
成
入
、
婦
人
、
高
齢
者
等
国
民
の
各
層
に
対

学
習
情
報
提
供
・

か
ら
，
9

；

i

ゆ

る

派

遣

社

会

事

制

度

を

創

設
し
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
省
で
は
、
都
道
府
県
か
行
つ
指
導
者

養
成
。
研
修
事
業
に
対
し
補
助
を
行
う
ほ
か
、
国
立

教
育
会
館
杜
会
教
育
研
修
所
に
お
い
て
社
会
教
育
主

事
の
資
格
を
付
与
す
る
講
習
や
公
民
舘
の
主
京
、
図

書
館
の
司
書
、
博
物
館
の
学
芸
員
な
ど
社
会
敦
育
施

設
の
職
員
に
対
す
る
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

相
談
体
制
の
整
備
、
指
導
者
の
養
成
確
保
、
社
会
教

育
関
係
団
体
の
育
成
、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活

動
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
、
を
図
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
促
進
し
、

人
々
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
て
い
く
こ
と
か
求
め
ら
れ
て
い
る
c

ま
た
、
特
色
あ
る
ふ
る
さ
と
つ
く
り
、
長
堺
対
策

等
の
推
進
を
図
る
た
め
、
家
庭
‘
地
域
の
教
育
力
の

活
性
化
、
肖
少
年
の
ふ
る
さ
と
学
習
・
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
の
促
進
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
促
進
の
た
め

の
事
業
の
充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
生
涯
学
習
局
社
会
教
育
課
）

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
。

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日

公
民
館
は
、
昭
和
―
―
一
年
七
月
五
日
文
部
次
官
通

牒
「
公
民
館
の
設
置
運
営
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
設

置
が
提
唱
さ
れ
た
札
会
教
育
施
設
で
あ
Y
J.r

そ
の
後
、

杜
会
教
育
法
に
公
民
館
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
整
備
が
ご
増
促
迅
さ
れ
る
こ
と
に
な
「
た
。
以

後
、
身
近
な
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
杜
会
教
育
活

動
の
中
心
的
な
施
設
と
し
て
、
地
域
住
民
C
学
苦
活

動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

文
部
省
は
、
昭
和
二
六
年
度
か
ら
公
民
館
の
建
設

に
対
す
る
施
設
整
備
補
助
を
開
始
し
f
ま
た
、
昭
和

三
四
年
に
は
公
民
館
の
全
国
的
な
水
準
を
確
保
す
る

た
め
、
「
公
民
館
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」

を
告
示
し
た
。
昭
和
六
二
年
二
互
晶
竺
仕
の
施
設
数

は
一
万
七
二
九
五
館
て
あ
り
公
民
館
を
設
逗
直
す
る

市
町
村
の
剖
合
は
九
一
．

0
％
と
な
っ
て
い
る
。

青
少
年
教
育
施
設
・

婦
人
教
育
施
設

図

＂
公
民
館

ま
た
、
昭
和
四
二
年
に
は
、
「
技
能
審
査
の
総
定
に

関
す
る
規
則
」
を
告
示
し
、
個
人
の
習
得
し
た
知
織
・

技
熊
呈
番
査
し
、
証
明
す
る
民
間
の
事
業
の
う
ち
社

会
教
育
を
奨
励
す
る
も
の
を
認
定
し
て
い
る
。

社
会
教
育
施
設
の

3
一
整
備

昭
和
二
六
年
に
博
物
館
法
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
文
部
省
で
は
、
昭
和
―
―

六
年
度
か
ら
図
書
館
の
施
設
整
備
費
補
助
を
、
昭
和

二
七
年
度
か
ら
博
物
館
の
施
設
整
備
費
補
助
を
そ
れ

ぞ
れ
開
始
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四
八
年
度
に
は
「
公

立
博
物
館
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を
告

示
し
た
。
昭
和
六
二
年
一

0
月
現
在
の
施
設
数
は
、

図
書
館
一
八

0
-
、
博
物
館
七

□三
と
な
っ
て
い
る
c

公
立
の
青
少
年
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三

0
年
度
か
ら
青
少
年
野
外
訓
諌
施
設
の
整
術
贄
に
対

す
る
補
助
が
始
め
ら
れ
、
同
三
1

年
度
か
ら
は
公
立

青
年
の
家
の
整
備
曹
に
対
す
る
補
助
に
改
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
少
斗
目
然
の
家
は
、
昭
和
四
f
五
代
に
構
想

さ
れ
、
昭
和
四
五
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
行
ぅ
て
い

る
。
昭
和
六
一
一
年
一

0
月
現
在
の
青
年
の
家
、
少
年

自
然
の
家
C
合
計
数
は
六
九
四
と
な
っ
て
い
る
。

婦
人
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
及
び
入

口
三

0
万
人
以
上
の
市
が
設
置
す
る
広
域
的
な
婦
人

教
育
施
設
の
整
備
事
業
に
対
し
て
、
昭
和
五
三
年
度

か
ら
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
昭
和
六
二
年
四
月
現
在

の
施
設
数
は
一
九
五
と
な
っ
て
い
る
c̀

会
教
育
施
設
筈
に
視
聴
覚
教
材
・
機
村
を
貸
し
出
す

ほ
か
、
教
育
に
お
け
る
視
聴
覚
的
方
涙
の
活
用
に
関

す
る
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
公
立
の
施
設
で

あ
る
。
文
部
省
は
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
充

実
も
図
る
た
ぬ
昭
和
四
八
年
度
か
ら
施
設
整
備
砦

を
補
助
し
て
い
る
。
昭
和
六
三
年
一
月
現
在
、
視
聴

覚
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
11,
t
ー
の
施
設
数
の
合
計
は

八
七

0
と
左
っ
て
い
る
。

社
会
璧
毘
導
者
の
一

4
一
充
実

社
会
教
育
の
指
埠
者
に
は
、
社
会
教
育
閃
係
団
体

の

者

、

社

会

教

育

委

員
r

教
育
委
員
会
の
委
嘱

:こ/iべ
3
↓

―

｛
｀
一
｀

茫

□

-
¥
口
↑
ぃ
＼
ニ

-
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ッシマテン

学宣］
---------------------J__I 

わ
が
ま
ち
の
生
涯
学
習
ー
ふ
塁
'
-
県
吹
上
町

科
学
り
ひ
ろ
ば
！
ー
・
'

_

|

1

1
ー
国
立
科
学
博
物
館

入
。
こ
の
道
1i
i!
1
,
1
|
.
1
1
.
1
:i
上
山
春
平

私
の
選
ぶ
一
冊
ー
，
I

ー
ー
ー
1
1
|
|
'
ー
遠
山
敦
子

郷
上
に
生
き
る
教
育
家
群
像
：
i
l
,
.

i
ー
＇
i
|
熊
本
県

鍮
巻
頭
言

新
し
虹
子
鷲
詣
導
要
領
を
読
ん
で
ー
＇
ー

I
幸
田
三
郎

魯
論
文

生
狸
学
習
体
系
へ
の
移
行
と

新
し
い
学
習
指
導
要
領
ー
1
ー
＇
新
井
郁
男

個
々
の
生
徒
に
応
じ
た
指
導
の
充
宴
，
1
,
＇
井
上
輝
夫

祈
し
い
学
習
指
導
要
領
と
学
校
経
営
ー
ー
I

永

岡

順

喩
座
談
会

学
習
指
導
要
領
Q
改
訂
と
敦
育
課
粗
の
艇
開

｛
出
席
者
）
愈
井
浩
明
／
上
寺
久
雄
／
上
田
幸
夫

青
木
時
子
〈
司
会
）
熱
海
則
夫

⑮
解
説

Q
&
A教
育
課
程
の
碁
準
の
改
善

鬱
資
科

新
学
習
指
導
要
領
の
告
示
の
公
示
に
つ
い
て
（
通
達
全
文
）

移
行
措
殴
に
つ
い
て
（
通
達
全
文
及
び
要
ぎ

▽
風
蕉
る
宜
月
。
さ
わ
や
か
な
大
変
よ

い
季
節
に
な
っ
た
。
森
羅
万
象
こ
と
ご

と
く
躍
動
を
覚
え
る
時
で
あ
ろ
う
。
順

調
に
す
べ
り
出
し
た
刷
新
文
部
時
報
も

今
月
号
は
そ
の
第
二
号
、
さ
ら
に
号
を

虞
ね
て
一
層
の
飛
躍
を
遂
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

▽
さ
て
、
何
を
す
る
に
も
ま
ず
人
と
金

だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
ゥ
都
道
府
県
な
ど

か
ら
の
要
望
に
対
し
て
、
「
今
年
は
人
も

予
算
も
厳
し
く
て
な
か
な
か
到
要
望
に

こ
た
え
ら
れ
ま
せ
ん
り
な
ど
と
お
答

え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
あ
る
。

事
柄
に
よ
っ
て
は
残
念
で
あ
る
が
、
い

た
し
か
た
叩
な
い
。
そ
こ
て
人
ゃ
予
算

は
重
要
か
つ
必
要
な
と
こ
＇
？
に
き
ち
ん

と
措
麗
し
窟
紗
れ
ば
な
ら
な
い
し
つ
＇
9
,

、`

つ
く
君
う
。

(

A

e

N

 

▽
予
算
の
中
身
を
見
れ
ば
、
そ
の
国
の

様
子
や
施
策
の
内
容
、
方
向
が
わ
か
る

と
い
う
。
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
っ

て
、
毎
年
度
の
文
部
省
予
算
も
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
て
、
種
々
工
夫
を
こ
ら

し
て
い
る
。
特
に
教
育
改
革
は
こ
れ
か

ら
撃
本
格
的
に
実
施
し
て
い
く
段
階
で

あ
り
、
関
係
の
予
算
は
し
っ
か
り
し
措

置
し
て
、
施
策
を
確
実
に
実
施
t
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

▽
今
月
＝
き
は
、
そ
の
予
算
を
通
し
て
文

文
部
省
各
局
課
の
重
要
施
策
等
が
簡
潔

亡
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
広
＇
、
、
個

活
用
い
心
だ
く
と
と
も
に
、
文
教
行
政

に
対
‘
ず
る
一
薩
悶
0
部
理
解
と
郷
協
力
を

賜
わ
几
は
あ
り
が
｀
之
い
。

霞
者
か
ら
の
た
よ
り
二
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
C

．
本
誌
を
評
，
心
で
の
ご

惑
祖
、
ご
意
見
等
を
ど
し
ど
し
お
寄
じ
く
だ
さ
い
C

魯
投
稿
規
定

①
―
件
に
つ
き
四

0
0
字
以
丙
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
‘
腕
業
、
電
話
呑
号

を
明
記
（
誌
上
匿
名
可
）
③
撓
撒
分
に
ぱ
薄
訳
進
呈

ぷ
＾
丈
章
を
一
部
手
直
し
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

尋
送
り
庄
元

〒
咽
寅
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
―
―
―
ー
ニ
ー
ニ

文
部
・
吉
大
臣
官
房
政
策
課

ふ
~
，

9

，しヽ

と
多
数
の
属
島
か
ら
な
る
対
鳥
は
、
九
州
と
朝
鮮
半

島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
醗
し
て
い
る
J
こ
の
島
、
か
ら
朝

鮮
半
島
ま
で
の
距
離
は
わ
ず
か
五
0
k
m
r
晴
れ
た
日

に
は
そ
の
形
を
望
む
こ
と
か
で
き
る
と
い
う
‘
,

長
い
歴
史
の
過
程
て
、
日
本
列
島
は
、
几
州
と
朝

鮮
半
島
と
の
聞
に
で
き
た
陸
橋
で
大
陸
と
幾
度
か
陸

読
き
と
な
っ
た
3

こ
の
陸
橋
を
渡
Il9

日
本
列
島
C

生
物
と
大
陸
の
生
物
は
交
流
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

対
鳥
は
、
そ
の
生
特
交
流
の
要
に
位
證
し
て
い
た
た

め
、
大
陸
と
日
本
そ
れ
ぞ
れ
に
由
来
ず
る
生
物
か

混
在
し
、
日
本
の
他
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴

あ
る
生
物
相
か
成
立
し
た
。

ッ
シ
マ
テ
シ
は
日
本
固
有
の
ホ
ン
ド
テ
ヽ
ら
の
亜
種

で
あ
り
、
対
馬
の
生
物
相
の
日
本
的
要
索
を
代
表
し

て
い
る
。
一
方
、
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
は
東
ア
ジ
ア
に

広
く
分
布
す
る
ペ
ン
ガ
ル
ヤ
マ
ネ
コ
の
亜
種
で
大
迩

的
要
索
を
現
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
両
種
は
、
日
本

列
島
の
生
物
相
の
成
宜
を
示
す
煮
重
な
存
在
て
あ
り
、

昭
和
四
六
年
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
c

ッ
シ
マ
テ
ン
は
ホ
ン
ド
テ
ン
に
比
べ
体
色
か
全
体

に
濃
く
、
黒
茶
色
を
し
て
お
り
、
冬
毛
に
な
る
と
頗

は
灰
白
色
に
変
化
す
る
。
食
性
は
雑
食
的
で
、
哺
乳

類
や
烏
類
ば
か
り
で
な
く
、
ミ
ミ
ス
や
ム
カ
デ
な
ど

の
小
動
物
、
そ
し
て
果
実
や
魚
ま
で
も
餌
と
し
て
い

る
。
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
島
に
も
か
か
わ
ら
す
、
彼

ら
の
よ
う
な
食
閃
獣
が
生
息
し
て
い
る
の
は
珍
し
く
r

彼
ら
は
そ
の
存
在
で
対
馬
の
自
然
の
豊
か
さ
を
証
明

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
文
化
庁
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官
池
田

啓
）
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